
飛鳥宮跡の変遷

文化財(史跡)指定の状況

名称 飛鳥宮跡

所在地 明日香村大字岡

指定年月日 昭和47年4月10日平成28年10月3日 名称変更（ 伝飛鳥板蓋宮跡→飛鳥宮跡）

出典：新泉社 鶴見泰寿著 「古代国家形成の舞台 飛鳥宮」
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飛鳥宮跡 発掘調査の概要

発掘調査個所と検出遺構 Ⅲ期内郭及びエビノコ郭遺構分布
飛鳥宮跡の発掘

• 飛鳥宮跡の発掘調査は、昭和29 年（

1954）の大和平野灌漑用導水路の建

設計画に端を発する。

• 昭和34 年（1959）には予備調査を奈

良国立文化財研究所（現奈良文化財

研究所）が行い、昭和35 年（1960）

以降は橿原考古学研究所が発掘調査

を担当。

• 橿原考古学研究所により、平成28 年

（2016）までに179 次にわたる調査

が行われている。検討対象地検討対象地検討対象地検討対象地 検討対象地検討対象地検討対象地検討対象地

平成28年3月史跡追加指定の範囲

5


